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今月の葛飾組織現勢

2021年4月1日 4,365人

加 入 51人

転 入 0人

脱 退 60人

転 出 7人

2021年5月1日現在 4,349人

東京土建一般労働組合

葛 飾 支 部

〒124－0012 葛飾区立石8－34－4

電 話 （5698）１ ２ ６ １

ＦＡＸ （5698）１ ２ ６ ２

発行人 関 根 伸 正

新役員が承認され新執行部スタート

第回葛飾支部定期大会

短時間縮小開催も96人が参加

間隔をあけて96人が参加

選
出
さ
れ
た
役
員
の
み
な
さ
ん

及
川
執
行
委
員
長

条
例
制
定
の
勢
い
で
運
動
を
進
め
よ
う

及川委員長

２
０
２
１
年
度
も
引
き
続
き
葛

飾
支
部
の
委
員
長
を
や
ら
せ
て
も

ら
い
ま
す

細
田
高
砂
分
会
の
及

川
光
太
郎
で
す


昨
年

今
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
組
合
活
動
が
ス

ム

ズ
に
で
き
な
い
中

今
年
４

月
に
葛
飾
区
で
の
公
契
約
条
例
の

制
定
が
さ
れ

明
る
い
兆
し
が
あ

り
ま
す

こ
の
勢
い
で
組
織
と
支

部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

の
強

化

役
所
な
ど
と
連
携
し
て
災
害

対
策
な
ど
進
め
ら
れ
れ
ば
と
思


て
い
ま
す


ま
た

み
な
さ
ま
と
色
々
な
会

話
が
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

仕

事
と
組
合
活
動
頑
張
り
ま
す


第
68
回
支
部
定
期
大
会
で
選
任

さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
で
す


支
部
執
行
委
員
長
は

本
部
中
央

執
行
委
員
と
な
り
ま
す


◆
執
行
委
員
長

及
川
光
太
郎

と
び
・
細
田
高
砂

◆
副
執
行
委
員
長

益
子

栄
治

内
装
・
た
つ
み

千
葉

修
央

内
装
・
青
戸

佐
藤

智
夫

建
築
金
物
・
中
央

土
屋

忍

型
枠
大
工
・
幸
田

◆
書
記
長

小
藤

隆
之

書
記
局

◆
書
記
次
長

山
屋

英

書
記
局

深
谷

隆
行

書
記
局

◆
四
役
待
遇
︵
本
部
常
任
中
央
執

行
委
員
︶

後
藤

英
雄

大
工
・
本
田
立
石

◆
賃
金
対
策
部
長

日
高

清

建
築
金
物
・
中
央

◆
労
働
対
策
部
長

近
澤

敏
彦

給
排
水
・
奥
戸

◆
仕
事
対
策
部
長

糸
賀

之
充

石
工
・
水
元

◆
技
術
対
策
部
長

益
子

栄
治

内
装
・
た
つ
み

◆
税
金
経
営
対
策
部
長

市
瀬

隆

タ
イ
ル
・
柴
又

◆
社
会
保
障
対
策
部
長

阿
久
津

正

塗
装
・
奥
戸

◆
厚
生
文
化
部
長

井
岡

進

石
工
・
た
つ
み

◆
組
織
部
長

土
屋

忍

型
枠
大
工
・
幸
田

◆
後
継
者
対
策
部
長

阿
久
津
大
造

塗
装
・
奥
戸

◆
教
育
宣
伝
部
長

関
根

伸
正

電
気
・
北
水
元

◆
財
政
部
長

千
葉

修
央

内
装
・
青
戸

◆
産
業
対
策
責
任
者

益
子

栄
治

内
装
・
た
つ
み

◆
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長

佐
藤

智
夫

建
築
金
物
・
中
央

◆
学
習
制
度
化
委
員
長

関
根

伸
正

電
気
・
北
水
元

◆
女
性
の
会
担
当
役
員

及
川
光
太
郎

と
び
・
細
田
高
砂

◆
常
任
執
行
委
員
待
遇

松
山

兼
智
︵
青
年
部
長
︶

折
笠

和
子
︵
女
性
の
会
会
長
︶

◆
会
計
監
査

細
貝

文
洋

ハ
ウ
ス
ク
リ

ニ

ン
グ
・
堀
切

上
村

光
輝

建
具
・
た
つ
み

◆
執
行
委
員

村
越

義
一
︵
た
つ
み
︶

南
條

実
︵
た
つ
み
︶

小
泉

昭
二
︵
奥
戸
︶

石
塚

克
久
︵
奥
戸
︶

佐
藤

崇
︵
本
田
立
石
︶

林

武
志
︵
本
田
立
石
︶

岩
佐

勉
︵
青
戸
︶

東
條

新
也
︵
青
戸
︶

石
井

秀
嗣
︵
中
央
︶

青
木

克
介
︵
中
央
︶

福
田

吉
則
︵
堀
切
︶

小
熊

正
一
︵
堀
切
︶

筒
井

豊
︵
亀
有
︶

中
田

哲
也
︵
亀
有
︶

小
野
瀬
祐
次
︵
細
田
高
砂
︶

安
藤

正
樹
︵
柴
又
︶

遠
山

毅
︵
新
金
町
︶

島
村

茂
︵
新
金
町
︶

大
塩

勇
︵
北
水
元
︶

佐
々
木
寿
治
︵
北
水
元
︶

松
山

文
洋
︵
幸
田
︶

伊
藤

兼
夫
︵
幸
田
︶

深
津

優
気
︵
水
元
︶

三
瓶

秀
夫
︵
水
元
︶

◆
執
行
委
員
待
遇

岡
野

秀
夫
︵
建
長
会
会
長
︶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
止

ま
ら
な
い

葛
飾
区

で
も
累
計
感
染
者
数

が
４
月
末
時
点
で
５

０
０
０
人
に
迫
り

区
内
で
の
死

亡
者
も
１
０
０
人
に
迫
る
勢
い

だ

区
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は

65
歳
以
上
が
５
月
以
降

接
種
予
定
と
決
ま

た
が

64
歳

未
満
は
未
定
で
あ
る

４
月
23
日

に
は

３
度
目
の
４
都
府
県
に
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

事
態
の

深
刻
さ
を
物
語

て
い
る


東
京
オ
リ
ン
ピ

ク
の
開
催
は

目
前
に
迫

て
い
る
が

果
た
し

て
開
催
で
き
る
の
か

開
催
し
て

良
い
の
か

判
断
が
難
し
い


こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
る

が

今
年
は
選
挙
の
年
で
も
あ

る

都
議
会
議
員
選
挙
︵
７
月
４

日
投
票
日
︶
10
月
の
任
期
満
了

を
迎
え
る
衆
議
院
総
選
挙

11
月

の
葛
飾
区
議
会
議
員

12
月
の
葛

飾
区
長
選
挙
が
あ
る


平
成
27
年
６
月
に
公
職
選
挙
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し

公
布
さ
れ

選
挙
権
年
齢

が
﹁
満
18
歳
以
上
﹂
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
る

こ
の
選
挙
権
は


私
た
ち
一
人
一
人
が
投
票
で
き
る

権
利
で
あ
る

自
ら
の
意
思
で
候

補
者
を
選
び
投
票
す
る

棄
権
す

る
こ
と
な
く

権
利
を
行
使
し
て

も
ら
い
た
い


私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に

は

誰
に
投
票
す
べ
き
な
の
か


特
に

終
息
の
目
途
の
立
た
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
は
重
要
で
あ
る

ま
た

後
継

者
不
足

人
材
不
足
が
危
惧
さ
れ

る
私
た
ち
建
設
業
を
守
り

育
て

る
政
策
を
打
ち
出
し
て
く
れ
る
候

補
者
は
誰
な
の
か

そ
の
た
め
に

は

し

か
り
と
候
補
者
の
主
張

を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る


４
月
11
日︵
日
︶

第
68
回
葛
飾
支
部

定
期
大
会
を
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し

か
で
96
人
の
参
加

で
開
催
し
ま
し

た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ


ル
ス
対
策
の
た

め

直
前
ま
で
状

況
を
見
据
え
な
が

ら

例
年
よ
り
規

模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し

た
当

日
は

議
長

に
は
糸
賀
常
任
執

行
委
員
と
市
瀬
分
会
長
︵
現
常
任

執
行
委
員
︶
が
務
め
支
部
定
期
大

会
を
進
行
し
ま
し
た


２
０
２
０
年
度
の
総
括
と
２
０

２
１
年
度
の
方
針
に
つ
い
て
議
案

提
案

決
算
報
告

会
計
監
査
報

告

予
算
案
の
提
案
が
さ
れ

質

疑
討
論
を
行
い

そ
の
後
承
認


立
候
補
者
に
つ
い
て
も
承
認
さ

れ

執
行
委
員
長
に
細
田
高
砂
分

会
の
及
川
光
太
郎
さ
ん
が
就
任
し

ま
し
た


質
疑
に
つ
い
て
は

本
田
立
石

分
会
の
２
人
か
ら
事
前
の
質
問
提

出
と

幸
田
分
会
か
ら
質
問
が
あ

り
ま
し
た


新
役
員
の
承
認
後

新
体
制
と

な

た
役
員
全
員
が
前
に
並
び


及
川
新
委
員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た

そ
の
後

本
部
常

任
執
行
委
員
及
び

支
部
四
役
待

遇
を
退
任
し
た
芳
井
武
さ
ん
へ
女

性
の
会
の
折
笠
会
長
か
ら
花
束
贈

呈
が
あ
り

芳
井
武
さ
ん
よ
り
退

任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た


午
前
中
で
大
会
を
終
え
る
と
い

う
異
例
の
短
時
間
で
の
開
催
に
な

り
ま
し
た


︻
主
な
方
針
決
定
︼

・
分
会
再
編
協
議
の
継
続

・
組
織
実
増
に
向
け
た
拡
大
運
動

・
公
契
約
条
例
制
定
を
受
け
更
な

る
運
動
の
推
進

・
自
然
災
害
に
対
応
す
る
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｚ
Ｕ
組
織
の
構
築

・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

の
充
実
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春
の
拡
大
月
間

全
分
会
で
達
成
し
よ
う

関根教育宣伝部長

共
済
推
進
月
間
も
忘
れ
な
い
で

毎
年
開
催
の
住
宅
デ

は

秋
に
延
期
の
予
定
で
す


※
開
催
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
の
判
断
と
な
り
ま
す


分
会
役
員
学
習
会

61
人
が
参
加

今
年
度
初
の
集
団
健
診

同
会
場
で
特
定
保
健
指
導
も

関根教育宣伝部長

２
０
２
１
年
４
月
18
日
に
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
支
部
集
団

健
診
を
実
施
し
ま
し
た


前
回
と
同
様
に
支
部
集
団
健
診

か
ら
健
診
と
特
定
保
健
指
導
を
同

じ
会
場
で
行
い
ま
し
た

会
場

で

保
健
師
と
面
談
を
し

一
定

期
間
電
話
や
メ

ル
等
で

生
活

習
慣
の
改
善
を
目
指
し
ま
す

特

定
保
健
指
導
対
象
者
で
初
回
面
談

を
受
け
た
方
に
ク
オ
カ

ド
３
０

０
０
円
を
国
保
組
合
か
ら
お
渡
し

て
い
ま
す

ま
た

新
型
コ
ロ
ナ

ウ

ル
ス
対
策
と
し
て

サ

モ

グ
ラ
フ

設
置
や
会
場
が
密

に
な
ら
な
い
よ
う
人
数
制
限

や
時
間
制
を
行
い
ま
し
た


今
後
も
継
続
し
ま
す
の
で


ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す


受
診
者
は
１
５
５
名

特
定

保
健
指
導
は
14
名
で
し
た


次
回
は
組
合
員
の
要
望
が
多

か

た
女
性
限
定
健
診
を
６

月
13
日
に
葛
飾
支
部
で
行
い

ま
す


４
月
14
・
15
日
に
か
け
て

分

会
役
員
学
習
会
を
支
部
会
館
で
19

時
か
ら
開
催
し
ま
し
た

参
加
者

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
受
け

分
会
８
人
ま
で
の
制

限
を
か
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た

各
日
の
参
加
者
は
14
日
33

人

15
日
28
人
の
合
計
61
人
で
し

た
関

根
教
育
宣
伝
部
長
お
よ
び


及
川
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

土
屋

組
織
部
長
の
春
の
拡
大
の
訴
え
に

続
き

学
習
に
入
り
ま
し
た


学
習
で
は

担
当
書
記
が
そ
れ

ぞ
れ
①
分
会
役
員
の
任
務

②
加

入
の
説
明

③
共
済
制
度
の
説

明

④
土
建
国
保
の
説
明

⑤
財

政
処
理
の
説
明
を
行
い
ま
し
た


説
明
後
の
質
疑
で
は

共
済
や

土
建
国
保
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た

最
後
に

関
根
部
長

か
ら
﹁
私
も
こ
の
よ
う
な
立
場
に

な

て
初
め
て
知
る
こ
と
が
多

い

一
般
の
組
合
員
さ
ん
は
同
じ

よ
う
に
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す


知
ら
な
い
組
合
員
に
制
度
を
伝
え

て
下
さ
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り

学
習
会
は
終
了
し
ま
し
た


●目
標

件

春
の
拡
大
月
間
で
組
合
員
を
増

や
す
運
動
と
共
に

共
済
推
進
運

動
で
は

４
月

６
月
に
か
け
て

加
入
促
進
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
春

の
ど
け
ん
火
災
共
済
推
進
目

標
は

１
月
１
日
人
員
の
１
％

で

44
件

ど
け
ん
地
震
共
済
も

目
標
数
は
同
じ
く
１
％
の
44
件
を

め
ざ
し
ま
す


火
災
共
済

地
震
共
済
と
も
に

組
合
員
の
加
入
が
多
い
こ
と
で
安

定
的
な
運
営
に
繋
が
り
ま
す

興

味
の
あ
る
方

加
入
し
て
い
な
い

方
は

一
度
支
部
事
務
所
ま
で
連

絡
お
願
い
し
ま
す


特
に

借
家
住
ま
い
の
組
合
員

さ
ん
は

家
財
の
補
償

同
種
の

制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？
罹

災
し
た
場
合

自
身
の
生
活
を
守

る
た
め
に
も
必
要
な
補
償
で
す


●自
転
車
保
険

自
転
車
保
険
は

東
京
都
で
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す

ま
だ

同

種
の
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方

特
に
お
子
さ
ん
の
い
る
組
合

員
さ
ん
は
加
入
を
検
討
く
だ
さ

い

ま
た

す
で
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は

更
新
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
て
下
さ
い

家
族

型
４
５
０
０
円

個
人
型
２
５
０

０
円
が
年
間
保
険
料
に
な
り
ま

す
２

０
２
１
年
度
︵
７
月
１
日


１
年
間
︶
か
ら
は

家
族
型
加
入

の
み
賠
償
支
払
い
限
度
額
が
１
億

円
か
ら
２
億
円
に
な
り
ま
す


●総
合
共
済
の
改
定

新
年
度
の
４
月
か
ら
組
合
総
合

共
済
の
制
度
改
定
が
あ
り
ま
し

た

Ａ
・
Ｓ
型
の
み
が
対
象
で


腰
痛
見
舞
金
に
自
宅
療
養
区
分
を

設
け
ま
す

従
来

通
院
１
日
２

０
０
０
円
の
お
見
舞
金
の
支
払
い

の
も
の
が

労
務
不
能
期
間
の
自

宅
療
養
か
ら
１
日
２
０
０
０
円
の

給
付
対
象
と
な
り
ま
し
た

総
合

共
済
は

申
請
の
際
は

必
ず
支

部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い

た
し
ま
す


そ
の
他
に
も
自
動
車
共
済
や


賠
償
責
任
保
険
な
ど
も
取
り
扱


て
い
ま
す

ご
不
明
な
点
は

支

部
事
務
所
ま
で


４
・
５
月
は
春
の
拡
大
月
間

︵
新
し
い
仲
間
を
増
や
す
取
組

み
︶
の
期
間
で
す

葛
飾
支
部
の

目
標
は
３

５
％
の
１
５
６
人
に

対
し
て

４
月
末
現
在

人
の
新

し
い
仲
間
を
迎
え
入
れ
て
い
ま

す
加

入
数
で
は

細
田
高
砂
分
会

が
目
標
13
人
に
対
し
て

人
の
加

入
で
４
月
中
で
の
目
標
達
成

続

い
て

新
金
町
分
会
が
11
人
の
目

標
に
対
し
て
６
人
の
拡
大
で
残
り

５
人

柴
又
分
会
が
７
人
の
目
標

に
対
し
て
５
人
の
拡
大
で
す


●加
入
の
特
徴

細
田
高
砂
分
会
は

春
一
番
か

ら
好
調
に
拡
大
数
を
伸
ば
し

春

一
番
・
春
の
月
間
と
も
に
達
成
を

し
ま
し
た

こ
の
春
の
拡
大
月
間

の
加
入
者
の
特
徴
は

新
入
社
員

の
加
入

現
場
に
入
る
た
め
の
社

会
保
険
加
入
に
よ
る
加
入

法
人

設
立
に
伴
う
社
員
加
入

個
人
事

業
所
の
立
ち
上
げ
に
よ
る
加
入
な

ど

い
ず
れ
も
土
建
国
保
と
の
同

時
加
入
が
多
い
で
す

労
災
保
険

の
必
要
性
か
ら
の
組
合
の
み
加
入

は

１
桁
に
と
ど
ま

て
い
ま

す
ま

わ
り
に
現
場
に
入
る
た
め
に

労
災
保
険
の
加
入
を
求
め
ら
れ
た

な
ど
未
加
入
の
方
か
ら
声
を
聞
い

た
ら
組
合
に
相
談
く
だ
さ
い

組

合
員
で
あ
れ
ば
業
務
利
用
が
で
き

ま
す

未
加
入
の
仲
間
に
も
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す


︻
統
一
行
動
日
︼

第
４
次

５
月
11
・
12
日

第
５
次

５
月
18
・
19
日

第
６
次

５
月
25
・
26
日




